
教育のイメージ 学習のイメージ

制度的伝承のプロセス
　外的な動機付け
　集団的
　保守的
　静的
　模倣的

自発的伝承・発見のプロセス
　内的な動機付け
　個人的
　革新的
　動的
　発見的

現在の教育／学習イメージと実際の環境

教育／学習環境

遊び的伝承の場
旅：
自発的コミュニテイ：
ゲーム：
冒険、探検：

義務教育：小、中、（高）
高等教育：大学、大学院
各種専門教育：
社内教育：

社会制度的伝承の場

文化的伝承の場
＜シンボルとデザイン＞
祭祀：
芸術：
宗教：
家族：
地域コミュニティ：

ネットワーク（メディア）

対置の枠組み

学校

劇場教会

社
寺

図書館

美術館博物館

クラブ

塾

自然

墓

企業 公園

福祉施設

病院

教育／学習環境は上のイメージどおりではない。実際には、社会的・経済的圧力により、
バイアスがかかっているが、下の３つの場が無数のネットワーク（メディア）で結ばれた
環境である。料理教室は、両者のイメージを含んでいて、３つの場を提供している。

現在の教育学習
イメージ

実際の環境

シームレスな遠隔生涯学習研究会（仮称）レジメ１
１９９９年６月２４日
帝塚山学院大学
　山本正樹

伝承の場はメデ
ィアによって満
ちている。

家庭

（２極化の考え）

地図 交通機関

活字、放送、本、
電子メディアなど
も含まれる。



シームレスな教育／学習環境

シームレスな遠隔生涯学習研究会（仮称）まとめレジメ２
１９９９年７月２２日
帝塚山学院大学
　山本正樹

既存の教育／学習システムと個人環境の結合をめざす。
　コミュニケーション重視のシステム：相手の顔が互いに見える人のネットワーク環境。
　　　１）小規模なコミュニテイの創造、２）web上の連携システム。３）組織的ネットと個人的ネットの多様な結合（ヒエ
ラルキの違いを越えて）
　必要な技術：リアルタイム編集技術、インターネットや放送型ネットワークと教育／学習用編集サーバ

　

階層システムからネットワークが
つなぐ分散教育／学習システムへ

大学

企業

自治体

個人

高校、中学、
小学校

大学
大学

大学

自治体

自治体

一般企業

一般企業
　放送
（CATV局
　　など）

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人
個人

市民講座

公開講座
趣味講座

資格講座

スポーツコーチング

企業研修

地域文化紹介

実学講座

　　　ハード＆ソフト
　・デジタルアーカイブ
　　（各種教材サーバ）
　・リアルタイム編集
　・協調編集
　・各種ネットワーク
　・放送
　・SOHO

ＮＰＯサポーター
　・教育／学習ボランティア
　・大学、自治体、企業

　・地域コミュニティ

個人受益者
　・自発的コミュニティ
　・自宅

ＮＰＯと既存組織を
軸にした有機的結合

インターンシップ

教員・学生
教員・学生

教員・学生

［技術］

［組織］

［個人］

リアルタイム
編集技術

SOHO 教材サーバ

SOHO

核となる技術：
リアルタイム編集とは個人やサーバにあるリソース
を会話にとぎれを生ぜずに利用する編集技術

美術館
博物館
資料館



C. 教育／ 学習のニーズ

・子育て期間の社会 と
の接点づくりと仕組み

・中高年活性化 

・雇用確保には
スキルの獲得が
必要。

・現状システムツ
ールに捕われない
ブレークスルー

・自分の方法で勉
強できる環境

［社会システム］

・年代間のシームレ
スも重要テーマ

A. 教育／学習の考え方とシームレス

・ 地域格差のシー
ムレスの必要性。

・シームレスの切り
口をどこに置くか

・小中学に本当に必
要な教育レベルは

・教えなくても良く
知っている子供　

・生涯学習の出
口は何か ・ 学習には、ネットワ

ークがシーズになる。

・ 学習の動機と教育／
学習の原点の関係。

［経済的環境：マーケットについて］

・ 巨大、極小でスー
パー、専門店も伸び
る。

・インターネットで巨
大 と極小マーケットが 
生まれる

・ インターネットによる
マーケット構造の変化。

・ シームレスのマ
ーケットは狭い。

・ 教える側と学ぶ側のマー
ケット／視点は違う。

・ シームレスは極小
と極大の差を埋める
（将来？）。

シームレスな遠隔生涯学習研究会（仮称）まとめレジメ3
１９９９年７月２２日
帝塚山学院大学
　山本正樹

　

・ 通信網を安く使えると
ころで地域の二極化。

B．企業や教育現場での課題、問題点
・コストの安い企 業
内女性教育

・学生の教育ニーズ 
目的意識が低い

・だめな人も活か す
安い企業内教育

・総合した知力 のある人
材不足・学習の動機付と やり直

せる学習環境
・良い教材を利用 で
きる環境が限定・ 個人・企業の落ちこぼれ

（自己学習、企業内再教育）

・ 学習意欲を向上さ
せるための教育も大切

・ 教える側：コンテンツで手
助け、受ける側：学習意欲

・現教育システムへ
の子供の反乱

［人材と教材環境］

［コスト］

［学習意欲］

・ ボランティアの人たち
を支える仕組みが必要。

［教育／ 学習の環境］：文化的伝承、社会制度的伝承、遊び的伝承・発見の場が無数のネットワークで繋がった環境

［社会・文化的環境］

・教材あふれているが 今有
るものでは不十分

・「ゆとり」による二極化
（学力、地域格差、高収入、
高学歴等）

・ 本屋の本が少ない。
（地域格差：丹後）。

・ 大学卒業後の
教育の場が田舎
にない。

・ アメリカの貧富の
差は大きい。

・ボランティアが
活動の穴を埋める

・ インターネットは
全国網に展開できる。

E. 研究会のテーマについて

・ 良いコンテン
ツの利用ノウハ
ウ。

・ 退職した教員の小
中学生の教育への参
加。

・ マンガティックに
書かれたアメリカの教
科書は良い。

・ 現役を離れた専門
家の知識を還元する場
をつくる。

・ストーリー性のある教
材、と語りの方式

・良い教材を活用
できる環境作り

・通信コスト低減を前
提とした先行実証実験

［実証試験の実施］
・学歴レベル格差是正へ
の圧力団体活動

［教材］［人材］

［団体］

・インターネットを
使えない情報弱者層

・各企業/団体に眠
る優良研修教材のリ
サイクルの活性化

・さまざまなニー
ズがあり行政での
対応は難しい

・教育は歴史的にみて
ＮＰＯで行われた。

・教育と学習
は伝承システ
ムの中で全体
から捉える

D. ニーズの有り場所（浜嶋さんからの提案）：教育の目的と動機

［雇用機会］

［好奇心］

［レベルアップ］

［個人の意識］
・専門
技術

・トレンド
の把握

常識

・喜び
・情報リテ
ラシー

・スポーツ

・技術
の修得

・資格

・文化・
文芸

・知識の
拡大

子供 高齢者

・日本語のメリッ
トとデメリット

［人材］

F. 討論の総括（山本）：全ての要求には答えられていませんが

［施設・設備］

・賛同者のボランタリー
のネットワークをつくる
（草の根ネット）

・既存の大学・自治体・個人な
どの施設と連携（コミュニティ
の場の確保と施設の共有）

・遠隔学習ネットワークの整備
　リアルタイム編集技術の普及

・教材制作システム
　各種教材サーバの設置
　核となるアーカイブの構築
　広帯域通信網の活用

・小さなマーケット
のリンク

［教育／学習マーケット］

・受益者が特定できる
時にビジネスとなる。

［デジタル技術］

・教育／学習ＮＰＯの創出

G. 

・SOHO
の普及

・ネットワーク
両端にいる人の
資質（能力）が
システム全体の
パフォーマンス
を決定

・ 大学生の学力低下
現在の教育が全て暗
記学となっている。

・受験制度に係わる
部分は研究会の取り
組みから除く。

・インターネットと
ボランタリーな活動
は相性がよい。

・ ボランタリーな活
動の世界からビジネ
スが見えてくる

・ボランティア活動
に繋がる教育／学習
のニーズ調査。

・自然科学の教
材のデジタルア
ーカイブ化
・ネットワーク
環境でのリアル
タイム編集授業

・受講希望者と（遠
隔）教育環境の間の
ギャップが存在

・ヒューマンタッ
チなインターフェ
イス技術が必要

・生涯学習の
教育エリア

・飽きさせな
い、やる気にさ
せる、参加型／
能動型の遠隔教
育の実現

・高齢者にはＰＣ
の操作は難しい。

・学習教材の提供の
仕方、作り込み方

・ドロップアウト
してもリカバリー
するシステム

・人生80年、人
間回り道ができる
環境

・遠隔教育を核にし
たバーチャル大学と
まちづくりのための
バーチャルコミュニ
ティの実現（京都府
丹波地区）

・オープン
リソース

・下手な改革は
現場をさらに混
乱させる

・生涯教育の１つの
側面として、スポー
ツの存在は大きい

・遠隔でのスポー
ツコーチィング
（USA)

・国籍、年齢、性別、体制、民族、容姿、貧富、居住地、
出生など個人の属性にかかわらない教育／学習システム


